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要約
このドキュメントでは、Microsoft® Small Business Server 2000 または Microsoft Windows 2000 Server から Microsoft Windows Small Business Server 2003 に移行する処理について説明します。Small Business Server 4.5 または Windows NT Server 4.0 から移行する場合は、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23289&clcid=0x411) を参照してください。
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概要
Small Business Server 2000 または Windows 2000 Server から Windows Small Business Server 2003 にアップグレードするには、既存のサーバーをアップグレードするか、サーバーの移行を実行する必要があります。サーバーの移行作業では、新しいコンピュータに Windows Small Business Server 2003 をインストールし、データおよび設定を移行します。サーバーの移行は、リテール バージョンの Windows Small Business Server 2003 をインストールしたコンピュータ、または OEM によって Windows Small Business Server 2003 がプレインストールされたコンピュータのどちらに対しても行うことができます。
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メモ
Small Business Server 4.5 または Windows NT Server 4.0 から移行する場合は、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23289&clcid=0x411) を参照してください。
Windows Small Business Server 2003 を新規サーバーに移行する方法を説明するドキュメントは、後日提供される予定です。
はじめに
サーバーを Windows Small Business Server 2003 に移行する前に、移行に関連する新しい用語や定義、および移行のプロセスを理解しておく必要があります。
用語と定義
Windows Small Business Server 2003 への移行に関連する重要な用語として、次のようなものがあります。
· Active Directory 移行ツール (ADMT)。Active Directory™ ディレクトリ サービスのドメインから別のドメインへのユーザー、グループ、コンピュータの移動や、Windows 2000 Server ドメインから Active Directory ドメインへの移行の作業を簡素化するためのツール。
· 移行。新しいコンピュータに製品をインストールした後、製品の以前のバージョンを実行しているコンピュータからデータや設定を転送することによって、製品の新しいバージョンにアップグレードする処理。または、Windows Small Business Server 2003 の既存のインストールを新しいコンピュータに移行する処理。
· 移行元サーバー。移行元のサーバー。このドキュメントでは、移行元サーバーは Small Business Server 2000 または Windows 2000 Server を実行している既存のサーバーを指します。
· 移行先サーバー。移行先のサーバー。このドキュメントでは、移行先サーバーは Windows Small Business Server 2003 を実行しているサーバーを指します。
移行を実行するための手順
Small Business Server 2000 または Windows 2000 Server からの移行には、次のような手順が含まれます。
Windows Small Business Server 2003 を実行するコンピュータで、ビジネス カード Web サイトを提供するためのプロセスには、次のような手順が含まれます
1. 移行の準備。この手順では、移行を適切に実行するための作業を行います。つまり、必要な情報の収集、パブリック フォルダの .pst ファイルへのエクスポート、Administrator アカウントのメールボックスおよびルールのエクスポート、ユーザーに対する不要な電子メールやファイルの削除の依頼、ハードウェア ドライバや既存のソフトウェアのサポートの確認、移行元サーバーが最新のサービス パックを実行していることの確認、および移行元サーバーのバックアップなどです。また、この手順の終了時に、ユーザーがまだネットワークに接続している場合は、ドメインからログオフしなければならないことをユーザーに通知します。
2. 移行先サーバーに Windows Small Business Server 2003 をインストールするために必要な手順。この手順では、次の作業を行って Windows Small Business Server 2003 をインストールします。まず、移行元サーバーで DHCP サーバー サービスが実行されている場合は、このサービスを無効にします。移行のために、移行元サーバーと移行先サーバーを接続します。指定された要件に従って Windows Small Business Server 2003 をインストールします。セットアップの最後に表示される作業の一覧のネットワーク タスクを実行します。ネットワーク タスクを完了した後、インターネット接続デバイスをインターネットから切断し、両方のサーバーでリアルタイムのウイルス対策ソフトウェアを無効にして、移行中のデータ転送の妨げにならないようにします。
クライアント コンピュータのアカウント移行の準備。この手順では、Windows NT Workstation 4.0、Windows 2000 Professional、Windows XP Professional、Windows 2000 Server、または Windows Server 2003 を実行しているクライアント コンピュータ、または Windows NT Server 4.0 以降を実行しているメンバ サーバーの準備を行います。これらのオペレーティング システムを実行しているクライアント コンピュータのコンピュータ アカウントは、「手順 4. 移行の開始」で Active Directory 移行ツール (ADMT) を使用して移行します。ADMT は、Windows 95、Windows 98、または Windows Millennium Edition を実行しているクライアント コンピュータのコンピュータ アカウントの移行をサポートしていません。移行先サーバーのこのようなクライアント コンピュータは、「手順 6. クライアント コンピュータの構成」で手動で構成します。
3. 移行の開始。この手順では、移行先サーバーに AＤＭＴ をインストールして構成した後、ユーザー、グループ、コンピュータ アカウントを移行します。移行元サーバーと移行先サーバーで ADMT が動作するように、DNS フォワーダ も構成します。移行元サーバーで Exchange 2000 Server を実行している場合は、Exchange サーバーのメール クォータを更新する必要があるかどうかを判断した後、Exchange のメールボックスを移行します。さらに、共有フォルダやアプリケーション データを移行先サーバーに移動し、SQL Server データベースを移行先サーバーに移行する必要があります。
移行先サーバーの構成。この手順では、Windows Small Business Server 2003 テンプレートにユーザー アカウントを割り当て、クライアント コンピュータにアプリケーションを展開して、ユーザーが Windows Small Business Server 2003 ネットワークに適切にアクセスできるようにします。また、作業の一覧の管理タスクの実行、移行元サーバーのカスタム設定の構成、配布リストやカスタム受信者ポリシーの構成、および Microsoft Connector for POP3 Mailboxes の構成など、移行先サーバーの設定も構成する必要があります。
4. クライアント コンピュータの構成。この手順では、Windows 2000 Professional または Windows XP Professional を実行しているクライアント コンピュータの電子メールおよびプロキシの設定を構成します。Windows 2000 Professional より以前のオペレーティング システムを実行しているクライアント コンピュータがある場合は、移行先サーバーで手動でクライアント コンピュータを構成し、アプリケーションをインストールして、電子メールとプロキシの設定を構成する必要があります。クライアント コンピュータが必要なすべてのリソースとファイルに接続できることを確認することもお勧めします。移行先サーバー上の Exchange サーバーに接続できるようにクライアント コンピュータを構成すると、Exchange サーバーのパブリック フォルダをインポートすることもできます。
5. 移行の完了。この手順では、移行に必要であったアクセス許可を削除し、移行先サーバーから ADMT をアンインストールします。また、ユーザーが最初に移行先サーバーにログオンするときに新しいパスワードを要求するように、パスワード ポリシーを構成します。必要なデータと設定がすべて移行されたことを確認した後、移行元サーバーを撤去します。
サンプル スケジュール
勤務時間中にユーザーがネットワークから切断される時間を最小限にするために、次のようなサンプル スケジュールを使用することができます。各作業の詳細については、このドキュメントで後述する具体的な操作手順を参照してください。
あるいは、ユーザーがネットワークに接続していないときに移行を完了する予定である場合は、このドキュメントの手順を、示されている順序で実行してください。
	日
	作業
	メモ

	1 日目
	· 情報を収集します。
· ハードウェア ドライバおよび既存のソフトウェアがサポートされていることを確認します。
· ユーザーに古いファイルや古いメールを削除するよう依頼します。
· 指定された要件に従って、Windows Small Business Server 2003 をインストールします。
	重要
移行元サーバーで DHCP サーバーを実行している場合は、移行先サーバーがネットワークに接続されていないスイッチやハブに接続されていることを確認し、Windows Small Business Server 2003 のセットアップ時に移行先サーバーに DHCP サーバー サービスがインストールされるようにします。
DHCP サービスも提供するルーター デバイスを使用している場合は、Windows Small Business Server 2003 のセットアップ時にルーターが移行先サーバーに接続され、移行先サーバーで DHCP が正しく構成されるようにします。移行中はサーバーがインターネットに接続されていないことが望ましいため、この作業は業務時間の終了後に実行します。詳細については、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23290&clcid=0x411 にある『ファースト ステップ ガイド』の「付録 C」を参照してください。

	2 日目
	· 移行元サーバーで指定されたサービス パックが実行されていることを確認します。
· パブリック フォルダ、Administrator メールボックス、および Administrator ルールをエクスポートします。
· 移行元サーバーをバックアップします。
	重要
最新のデータがバックアップされるように、バックアップは業務時間終了後に実行することをお勧めします。

	3 日目と4 日目 (ユーザーの退社後)
	· 移行元サーバーで DHCP を無効にします。
· 移行のためにサーバーを接続します。
· クライアント コンピュータの準備をします。
· 移行先サーバーで、作業の一覧のネットワーク タスクを実行します。
· 残りの移行手順 (4 ～ 7) を順に実行します。
	メモ
移行にかかる時間は、ユーザー アカウント、グループ アカウント、クライアント コンピュータの数、および各ユーザーのメールボックスのサイズによって異なります。
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移行後の最初の日は現場に待機して、ユーザーの質問に対応することをお勧めします。
移行に関する重要な情報
このドキュメントに示されている手順に従う必要があります。この手順に従わない場合、移行に失敗します。移行に失敗する主な原因は、次のとおりです。
· 移行元サーバーと移行先サーバーの内部ドメイン情報は異なっている必要があります。移行先サーバーと移行元サーバーの内部ドメインの完全 DNS 名、および NetBIOS ドメイン名は異なっている必要があります。その結果、クライアント コンピュータが移行元サーバーのコンピュータ名を参照している場合 (マッピングされたドライブやショートカットなど)、これらの参照は移行中に無効になります。これを防止するために、クライアント コンピュータ上で参照を更新または削除する必要があります。
· 移行元サーバー上の DHCP サーバー サービスは無効にする必要があります。移行が終了した時点で移行元サーバーは撤去されるので、DHCP サーバー サービスを提供するルーターを使用する場合を除いて、このサービスは移行先サーバーで実行する必要があります。DHCP サーバー サービスが移行先サーバーにインストールされるようにするために、移行先サーバーをネットワークに接続する前に、移行元サーバー上の DHCP サーバー サービスを無効にする必要があります。
DHCP サービスも提供するルーター デバイスを使用している場合は、Windows Small Business Server 2003 のセットアップ時にルーターが移行先サーバーに接続され、移行先サーバーで DHCP が正しく構成されるようにします。移行中はサーバーがインターネットに接続されていないことが望ましいため、この作業は業務時間の終了後に実行します。詳細については、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23290&clcid=0x411) にある『ファースト ステップ ガイド』の「付録 C」を参照してください。
· ユーザー、グループ、コンピュータ アカウントの移行には ADMT を使用し、ユーザーのメールボックスの移行には Exchange 移行ウィザードを使用します。ADMT を使用してユーザー、グループ、コンピュータ アカウントを移行する場合、セキュリティ識別子 (SID) が保持されます。ADMT の詳細については、「手順 4. 移行の開始」でこのツールをインストールした後、移行先サーバーで \Program Files\Active Directory Migration Tool を開いて、DomainMig.chm をダブルクリックします。Exchange 移行ウィザードを使用すると、以前の Exchange の移行方法よりも簡単で信頼性の高い方法でユーザーのメールボックスを移動できます。Exchange 移行ウィザードでは、すべてのユーザーのメールボックスが移行されます。ただし、メールボックスのルールは保持されないので、手動でエクスポートする必要があります。さらに、このウィザードでは、Administrator アカウントのメールボックスやルールおよびパブリック フォルダは移行されません。これらについては、エクスポートして、移行先サーバーにインポートする必要があります。Exchange 移行ウィザードの詳細については、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23291&clcid=0x411 ) にあるサポート技術情報の記事 328871、「Exchange 移行ウィザードを使用して Exchange 組織からメールボックスを移行する」を参照してください。
· 移行元サーバー上のカスタム設定は、移行作業の最後に、移行先サーバー上で手動で構成する必要があります。Exchange サーバーの SMTP コネクタ、DHCP スコープ オプション、DNS レコード、ルーティングとリモート アクセス サービス (RRAS) の設定、グループ ポリシーの設定、または Internet Security and Acceleration (ISA) Server 2000 の設定でカスタム設定を使用している場合は、設定を記録しておき、移行作業の最後に、移行先サーバー上で手動で構成する必要があります。また、Internet Information Server (IIS) を使用してカスタム Web サイトを構成している場合は、ファイルを移行先サーバーにコピーして Web サイトを作成し直すか、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20161) にある IIS 6.0  Migration Toolを使用する必要があります。
· Windows 2000 Professional および Windows XP Professional クライアント コンピュータのデスクトップ プロファイルは、移行中も保持されます。ただし、移行元サーバーのコンピュータ名への参照 (ショートカットやマッピングされたドライブなど) は、移行終了時に無効になります。
· 移行のために移行元サーバーと移行先サーバーを接続したら、「手順 5. 移行先サーバーの構成」まで、どちらのサーバーにも新しいユーザー アカウント、グループ アカウント、またはコンピュータ アカウントを追加しないでください。手順 5 の前にユーザー、グループ、またはコンピュータ アカウントを作成しようとすると、アカウントの作成に失敗します。手順 5 で、作業の一覧の管理タスクを終了すると、移行先サーバーに新しいユーザー、グループ、またはコンピュータ アカウントを追加できるようになります。
· 移行元サーバーと移行先サーバーで DNS フォワーダを作成する必要があります。DNS フォワーダは、移行元サーバーと移行先サーバーで ADMT が動作するために必要です。DNS フォワーダを作成する手順については、「手順 4. 移行の開始」を参照してください。
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[マイ ドキュメント] が移行元サーバーにリダイレクトされるように構成されている場合は、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20282) にある『Windows Small Business Server 2003 Troubleshooting』ドキュメントを参照してください。
手順 1. 移行の準備
この手順では、移行を適切に実行するための作業を行います。つまり、必要な情報の収集、パブリック フォルダの .pst ファイルへのエクスポート、Administrator アカウントのメールボックスおよびルールのエクスポート、ユーザーに対する不要な電子メールやファイルの削除の依頼、ハードウェア ドライバや既存のソフトウェアのサポートの確認、移行元サーバーが最新のサービス パックを実行していることの確認、および移行元サーバーのバックアップなどです。また、この手順の終了時に、ユーザーがまだネットワークに接続している場合は、ドメインからログオフしなければならないことをユーザーに通知します。
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情報を収集するには
Windows Small Business Server 2003 に移行するには、以下の情報を収集しておく必要があります。
6. 移行元サーバーに関する情報を記録し、Windows Small Business Server 2003 をインストールするために必要な移行先サーバーの情報を判断します。
	項目
	移行元サーバー
	移行先サーバー
	詳細

	コンピュータ名
	____________________
	____________________
	移行先サーバーのコンピュータ名は、移行元サーバーのコンピュータ名とは異なる一意の名前である必要があります。
移行元サーバーのコンピュータ名とドメイン名を調べるには、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Control」と入力します。次に、[システム] をダブルクリックします。[ネットワーク ID] タブに名前が表示されます。

	内部ドメイン情報:
1. 内部ドメインの完全 DNS 名
2. NetBIOS ドメイン名
	1. ____________________

2. ____________________
	1. ____________________

2. ____________________
	移行先サーバーの内部ドメインの完全 DNS 名および NetBIOS ドメイン名は、移行元サーバーの完全 DNS 名および NetBIOS ドメイン名と異なっている必要があります。
移行先サーバーのセットアップ時に指定される内部ドメイン情報の既定値を使用することをお勧めします。既定値が移行元サーバーと同じである場合は、セットアップの [内部ドメイン情報] ページの [詳細情報] をクリックして推奨値を参照してください。
移行元サーバーの NetBIOS ドメイン名を調べるには、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。次に、「Dsa.msc」と入力して、Active Directory ユーザーとコンピュータを開きます。自分のドメインを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。ドメイン名の最初のラベルが NetBIOS ドメイン名です。

	ローカル ネットワーク アダプタの IP アドレス
	____________________
	____________________
	移行元サーバーで使用されている IP アドレスと同じ範囲内で、ネットワークで使用されていない、移行先サーバーの IP アドレス (同じ範囲内の 192.168.16.2 と 192.168.16.3  など) を決定します。
重要
DHCP サーバー サービスも提供するルーター デバイスを実行している場合は、移行先サーバーの IP アドレスはルーター デバイスで使用されている範囲内でなければなりません。Windows Small Business Server のセットアップ時にルーター デバイスを移行先サーバーに接続しておき、DHCP が正しく構成されるようにします。
移行元サーバーが DHCP サーバーを実行している場合は、DHCP スコープを調べて、ネットワークで現在使用されている IP アドレスを確認します。
3. [スタート] ボタンをクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[管理ツール] をポイントし、[DHCP] をクリックします。
4. 自分のサーバーをダブルクリックし、[スコープ] をダブルクリックして、[アドレスのリース] をクリックします。コンピュータと現在使用されている IP アドレスの一覧が表示されます。
移行元サーバーの IP アドレスを調べるには、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Cmd」と入力します。コマンド プロンプトで、「IPconfig /all」と入力します。

	ビルトイン Administrator アカウント名
	Administrator
	移行元サーバーで使用されているアカウント名と同じである必要があります。
	移行元サーバーと移行先サーバーの Administrator アカウントは、どちらも "Administrator" という名前でなければなりません。ビルトイン Administrator アカウントの名前を "Administrator" 以外に変更している場合は、移行を行うためにその名前を "Administrator" に戻す必要があります。

	ビルトイン Administrator アカウントのパスワード
	セキュリティ上の理由から、Administrator のパスワードはここには記入せずに、安全な場所に記録することをお勧めします。
	移行元サーバーで使用されているパスワードと同じである必要があります。
	移行先サーバーの Administrator アカウントのパスワードは、移行元サーバーで使用されているパスワードと同じでなければなりません。
重要
Administrator アカウントのパスワードが空白である場合、移行は失敗します。


7. すべての共有フォルダの場所を記録します。
	共有フォルダ
	共有名
	詳細

	Users 共有フォルダ
	____________________
	Small Business Server 2000 および Windows Small Business Server 2003 では、既定の共有名はどちらも Users です。

	ClientApps フォルダ
	____________________
	この共有フォルダにあるアプリケーションを使用し続けたい場合は、この共有フォルダの内容を移行先サーバーにコピーする必要があります。
Small Business Server 2000 では、既定の共有名は ClientApps5 でした。Windows Small Business Server 2003 では、既定の共有名は ClientApps です。
重要
Windows Small Business Server 2003 に移行した後は、共有モデム サービスがサポートされていないので、モデム共有クライアントは利用できません。

	Company 共有フォルダ
	____________________
	Small Business Server 2000 では、既定の共有名は Company でした。Windows Small Business Server 2003 では、Windows SharePoint™ Services を使用する企業のイントラネット Web サイトを、http://companyweb で提供します。

	その他の共有フォルダ
	____________________
	メモ
Printers、Scheduled Tasks、および SYSVOL 共有フォルダは移行しないでください。また、カスタム ログオン スクリプトを使用する場合を除いて、NETLOGON 共有フォルダを移行しないでください。
Small Business Server 2000 から移行している場合は、Mspclnt、Clients、MpClients、および Fax Clients 共有フォルダを移行しないでください。Windows Small Business Server 2003 には、更新されたバージョンが含まれています。
また、Windows Small Business Server 2003 を実行するコンピュータではアプリケーション サーバー モードのターミナル サービスはサポートされないので、TsClient 共有フォルダも移行しないでください。アプリケーションの一元管理を継続する場合は、2 台目のサーバーをインストールする必要があります。Windows Small Business Server 2003 の 2 台目のサーバーの詳細については、移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理]、[サーバー コンピュータ]、[詳細情報]、[追加のサーバーを構成する]の順にクリックしてください。
Exchange 2000 Server がインストールされている場合は、Address および SourceServerComputerName.log 共有フォルダを移行しないでください。

	その他の共有フォルダ
	____________________
	


[image: image6.wmf]
メモ
移行元サーバー上にある共有フォルダを簡単に調べるには、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックし、「\\ SourceServerComputerName」と入力します。
8. 業務用アプリケーションのアプリケーション データの保存場所を記録します。
	アプリケーション データのフォルダ名
	データへのパス
	メモ

	
	
	

	
	
	

	
	
	


9. 「インターネット接続に必要な情報」という名前のフォームに記入します。このフォームは、『ファースト ステップ ガイド』 (リテール製品を使用している場合) または『セットアップ ガイド』 (OEM からサーバーを購入した場合) の「付録 A」にあります。この付録のコピーをダウンロードするには、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23290&clcid=0x411) を参照してください。
(この手順は、Small Business Server 2000 から移行する場合で、Microsoft Connector for POP3 Mailboxes を使用している場合にのみ実行します。)Microsoft Connector for POP3 Mailboxes を使用して、POP3 電子メールを Exchange サーバーにダウンロードしている場合、このコネクタのアカウントの設定は移行されません。構成されている各アカウントの情報を記録し、「手順 5. 移行先サーバーの構成」で、その情報を使用して移行先サーバー上でアカウントを再構成します。
a. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[Small Business Server 管理コンソール] をクリックします。
b. コンソール ツリーで、自分の Exchange 組織をダブルクリックし、[コネクタ] をクリックします。
c. 詳細ウィンドウで、[Connector for POP3 Mailboxes] を右クリックし、[プロパティ] をクリックします。
d. [接続とダウンロード] タブで、アカウント名をクリックし、[編集] をクリックしてプロパティを表示します。この手順で前に説明した「インターネット接続に必要な情報」フォームにプロパティを記録します。
[image: image7.wmf]
メモ
Microsoft Connector for POP3 Mailboxes を使用してパスワードを表示することはできません。メールボックスのパスワードがわからない場合は、インターネット サービス プロバイダ (ISP) に問い合わせる必要があります。
e. [ユーザー メールボックス] タブをクリックします。メールボックスが定義されている場合は、メールボックスをクリックし、[Edit] をクリックしてプロパティを表示します。この手順で前に説明した「インターネット接続に必要な情報」フォームにプロパティを記録します。
f. [メーリング リスト] タブをクリックします。メーリング リストが定義されている場合は、メーリング リストをクリックし、[編集] をクリックしてプロパティを表示します。この手順で前に説明した「インターネット接続に必要な情報」フォームにプロパティを記録します。
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メモ
メーリング リストを作成し直すには、POP3 Connector Manager を使用して、ルーティング規則を作成する必要があります。ルーティング規則と POP3 Connector Manager の詳細については、Windows Small Business Server 2003 のセットアップが終了した後、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、ルーティング規則を検索してください。
移行元サーバー上で、Exchange サーバーの SMTP コネクタ、DHCP スコープ オプション、DNS レコード、ルーティングとリモート アクセス サービスの設定、グループ ポリシーの設定、Internet Security and Acceleration (ISA) Server 2000 の設定でカスタム設定を使用している場合や、カスタム IIS Web サイトを使用している場合は、ここでその情報を記録します。移行の終了時に、移行先サーバーでこれらの設定を構成する必要があります。
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メモ
必要なサービスの既定の設定は、Windows Small Business Server 2003 のセットアップによって自動的に構成されます。カスタム設定を使用していない場合は、移行先サーバーで各サービスで使用される設定を個々に構成する必要はありません。必要なサービスが、Windows Small Business Server 2003 では既定でどのように構成されるかについては、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23290&clcid=0x411) にある『ファースト ステップ ガイド』の「付録 D」を参照してください。
また、Internet Information Server (IIS) を使用してカスタム Web サイトを構成している場合は、「手順 4. 移行の開始」で、ファイルを移行先サーバーにコピーして Web サイトを作成し直すか、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20161) にある IIS 6.0 Migration Toolを使用する必要があります。
Windows Small Business Server 2003 には、アプリケーション サーバー モードのターミナル サービスは含まれていません。アプリケーション サーバー モードのターミナル サービスを実行し、アプリケーションの一元管理を継続する場合は、2 台目のサーバーをインストールする必要があります。Windows Small Business Server 2003 の 2 台目のサーバーの詳細については、移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理]、[サーバー コンピュータ]、[詳細情報]、[追加のサーバーを構成する]の順にクリックしてください。
10. Exchange 2000 Server を実行しており、配布リストを作成していた場合は、配布リストの名前を記録しておき、グループを移行先サーバーに移動したときに、忘れずに [配布グループ] 組織単位に移動するようにします。また、配布リストのメンバとしてビルトイン グループが含まれている場合は、この情報を記録しておく必要があります。ビルトイン グループのメンバシップは移行されず、移行の終了時に追加する必要があるからです。
g. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[Small Business Server 管理コンソール] をクリックします。
h. コンソール ツリーで、[配布グループ] をクリックします。
i. 詳細ウィンドウで、配布グループをダブルクリックします。プロパティ ダイアログ ボックスで、[メンバ] タブをクリックしてメンバシップを表示し、この情報を次の表に記録します。
	配布リスト名
	ビルトイン グループのメンバ

	
	

	
	

	
	


11. Exchange 2000 Server を実行しており、カスタム受信者を作成していた場合は、移行の終了時に移行先サーバーでカスタム受信者を構成するためにこの情報を記録します。
j. [スタート] ボタンをクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[Microsoft Exchange] をポイントし、[システム マネージャ] をクリックします。
k. [受信者] をダブルクリックし、[受信者ポリシー] をクリックします。
l. 詳細ウィンドウで、受信者ポリシーを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。
	カスタム受信者
	設定

	
	

	
	

	
	


12. Exchange 2000 Serverを使用しており、パブリック フォルダにカスタム アクセス許可を設定している場合は、このアクセス許可を記録して、移行先サーバーにパブリック フォルダをインポートした後、再構成できるようにします。
m. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[Small Business Server 管理コンソール] をクリックします。
n. コンソール ツリーで、自分の Exchange 組織をダブルクリックし、[フォルダ] をダブルクリックします。次に、[パブリック フォルダ] をダブルクリックし、パブリック フォルダを右クリックして、[プロパティ] をクリックします。
o. [アクセス許可] タブをクリックし、[クライアントのアクセス許可] をクリックします。各パブリック フォルダの名前、役割、および特別なアクセス許可を次の表に記録します。
	名前
	役割
	特別なアクセス許可

	
	
	

	
	
	

	
	
	


[image: image10.wmf]
パブリック フォルダおよび Administrator アカウントのメールボックスやルールをエクスポートするには
Exchange 2000 Server を実行しており、パブリック フォルダや Administrator アカウントのメールボックスを移行する場合は、これらを .pst ファイルにエクスポートする必要があります。Exchange Server 移行ウィザードでは、これらの移行がサポートされていないからです。Administrator アカウントのメールボックスにメールボックス ルールを設定している場合は、このルールもエクスポートする必要があります。.pst ファイルへのエクスポートおよびメールボックスのルールのエクスポートの詳細については、クライアント コンピュータで Outlook のヘルプを参照してください。
13. Outlook を実行しているクライアント コンピュータで、パブリック フォルダを .pst ファイルにエクスポートします。
14. Administrator アカウントを .pst ファイルにエクスポートします。
15. Administrator アカウントのメールボックスのルールをエクスポートします。
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ユーザーに不要な電子メールおよびファイルを削除するよう依頼するには
ファイルやメールボックスの移行にかかる時間を短縮するために、ネットワークを使用するユーザーに次の作業を依頼することをお勧めします。
16. 移行元サーバー上で Exchange 2000 Server を実行している場合は、[削除済みアイテム] フォルダや [送信済みアイテム] フォルダにあるメールなど、不要なメールをメールボックスから削除することをユーザーに依頼します。
[image: image12.wmf]
重要
移行先サーバーのメール クォータは、175,000 KB で警告を送信し、200,000 KB で電子メールの送受信を制限するように設定されています。ユーザーが不要なメールを削除した後もメールボックスのサイズがこれらの設定を上回っている場合は、移行先サーバーの Exchange のメール クォータの設定を更新する必要があります。詳細については、後で説明します。
17. 必要に応じて、古いメールを .pst ファイルにアーカイブします。.pst ファイルの作成の詳細については、クライアント コンピュータで Outlook のヘルプを参照してください。各ユーザーのメールボックスのサイズを調べる場合は、次の操作を行います。
p. [スタート] ボタンをクリックし、[Small Business Server 管理コンソール] をクリックします。 

q. 自分の Exchange 組織をダブルクリックし、[サーバー] をダブルクリックします。次に、自分のサーバー名をダブルクリックし、[最初のストレージ グループ] をダブルクリックします。次に、[メールボックス ストア] をダブルクリックし、[メールボックス]をクリックします。詳細ウィンドウの [サイズ (KB)] 列に、各ユーザーのメールボックスのサイズが一覧表示されます。
18. Outlook のルールを使用している場合は、ルールをファイルにエクスポートする必要があります。メールボックスを移行先サーバーに移行しても、Outlook のルールは保持されません。
19. サーバー上のユーザー フォルダ、Company 共有フォルダ、およびその他の共有フォルダを調べて、不要な個人用ドキュメントを削除します。
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重要
各ユーザー フォルダのサイズが 1 GB (ギガバイト) を超えないようにしてください。移行先サーバーの Users 共有フォルダが配置されるパーティションではディスク クォータが有効になっており、ユーザー フォルダごとに 1 GB の領域が割り当てられます。すべてのユーザーに対する既定のクォータの変更については、移行先サーバーで [スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「ユーザーのクォータ設定を変更する」を検索してください。
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ハードウェア ドライバおよび既存のソフトウェアがサポートされていることを確認するには
移行元サーバーから移行先サーバーにハードウェアを移動したり、既存のソフトウェアをインストールする予定がある場合は、ハードウェアや既存のアプリケーションの互換性を確認する必要があります。互換性を確認するには、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20157) にある『Windows Server Catalog』でハードウェアおよびソフトウェアの互換性情報を確認してください。
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サーバーで最新のサービス パックが実行されていることを確認するには
このドキュメントの基本的なテストで使用されるので、移行元サーバーで最新のサービス パックを実行することをお勧めします。サービス パックをインストールする前に、移行元サーバーをバックアップします。
20. Small Business Server 2000 を実行している場合は、Small Business Server 2000 Service Pack 1 をインストールしていることを確認します。
移行元サーバーでこのサービス パックが実行されていることを確認するには、[スタート] ボタンをクリックし、[Small Business Server 管理コンソール] をクリックします。コンソール ウィンドウで、[サーバー ステータス (BackOffice ホーム)] をクリックします。詳細ウィンドウで、[バージョン情報] をクリックします。[バージョン] として「2000 with Service Pack 1」と表示されることを確認します。
Service Pack 1 以降を実行してない場合は、メディアに含まれているディスクを使用して、または Web からダウンロードして、インストールすることができます。サービス パックのダウンロードの詳細については、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23292&clcid=0x411 ) でサポート技術情報の記事 285297 を検索してください。
Microsoft® SQL Server 2000 を実行している場合は、SQL Server 2000 Service Pack 3 以降をインストールする必要があります。
サーバーでこのサービス パックが実行されていることを確認するには、次の操作を行います。
r. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[Microsoft SQL Server] をポイントし、[Enterprise Manager] をクリックします。
s. [SQL Server グループ] をダブルクリックし、サーバー名を右クリックして、[プロパティ] をクリックします。
t. バージョン番号が「8.00.760(SP3)」であることを確認します。
Service Pack 3 以降を実行していない場合は、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23293&clcid=0x411) から Service Pack 3a をダウンロードしてインストールします。
21. Windows 2000 Server を実行している場合は、Windows 2000 Service Pack 4 以降を実行していることを確認します。
移行元サーバーでサービス パックが実行されていることを確認するには、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Winver」と入力します。Service Pack 4 が表示されていることを確認します。
このサービス パックを実行していない場合は、移行元サーバーをバックアップした後、Windows Small Business Server 2003 Disc 3 または DVD (該当する場合) を移行元サーバーのドライブに挿入します。
u. [スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。
v. [名前] ボックスに W2ksp4.exe へのパスを入力します。
CD を使用している場合は、「D :\SBS\Clientapps\Win2k_SP4\ i386\Update\Update.exe 」と入力します。ここで、D はドライブのドライブ文字です。
DVD を使用している場合は、「D :\CD3\SBS\Clientapps\Win2k_SP4\ i386\Update\Update.exe 」と入力します。ここで、D はドライブのドライブ文字です。
w. 画面の指示に従って、Windows 2000 Service Pack 4 のセットアップを完了します。
22. Exchange 2000 Server を実行している場合は、Exchange 2000 Server Service Pack 3 を実行していることを確認します。
このサービス パックが実行されていることを確認するには、次の操作を行います。
x. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[Microsoft Exchange] をポイントし、[システム マネージャ] をクリックします。
y. [サーバー] をダブルクリックし、自分の Exchange サーバーをクリックします。
z. [アクション] メニューの [プロパティ] をクリックします。
aa. バージョンとして [Service Pack 3] と表示されることを確認します。
このサービス パックを実行していない場合は、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23294&clcid=0x411) から Exchange 2000 の Service Pack 3 をダウンロードします。サーバーのバックアップを作成し、サービス パックをインストールします。
[image: image16.wmf]
移行元サーバーをバックアップするには
データと設定を移行する前日の夜に、移行元サーバーをバックアップし、移行中にエラーが発生した場合に誤ってデータが失われないようにします。
23. 移行元サーバー上のすべてのドライブおよびファイルについて、ウイルス検索を実行します。
[image: image17.wmf]
注意
Exchange の M: ドライブを検索しないでください。この検索によって、Exchange データベースが破壊される場合があります。詳細については、次の手順に示されているホワイト ペーパーを参照してください。
24. ウイルス検索を実行した後、移行元サーバーの完全バックアップを実行して検証します。
ab. システム状態のデータおよび Exchange を含むシステムの完全バックアップを実行します。Small Business Server 2000 のバックアップの詳細については、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=12282) にあるホワイト ペーパー『Backup and Recovery for Small Business Server 2000』を参照してください。
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注意
Exchange のバックアップを実行するときに、Exchange の M: ドライブをバックアップしないでください。この操作によって、Exchange データベースが破壊される場合があります。
ac. バックアップが正常に実行されたことを確認します。バックアップの整合性をテストするために、バックアップから無作為にファイルを選択して、別の場所に復元し、ファイルが同じであることを確認します。
[image: image19.wmf]
ユーザーに移行を通知するには
この時点でまだ移行元サーバーに接続しているユーザーは、ドメインからログオフする必要があります。
[image: image20.wmf]
メモ
移行元サーバーとクライアント コンピュータの両方でメッセンジャー サービスが実行されている場合は、"net send" コマンドを使用してすべてのユーザーにすばやく通知できます。たとえば、コマンド プロンプトから次のように入力します。
Net send * You must log off from the domain in approximately 5 minutes.At that point, the Internet will also be unavailable.
指定した時間待機した後、次の作業に進みます。
手順 2. 移行先サーバーに Windows Small Business Server 2003 をインストールするために必要な手順
この手順では、次の作業を行って Windows Small Business Server 2003 をインストールします。まず、移行元サーバーで DHCP サーバー サービスを無効にします。移行のために、移行元サーバーと移行先サーバーを接続します。指定された要件に従って Windows Small Business Server 2003 をインストールします。セットアップの最後に表示される作業の一覧のネットワーク タスクを実行します。ネットワーク タスクを完了した後、インターネット接続デバイスをインターネットから切断し、両方のサーバーでリアルタイムのウイルス対策ソフトウェアを無効にして、移行中のデータ転送の妨げにならないようにします。
「手順 1. 移行の準備」の情報を収集し、既存のネットワークに接続されていないハブまたはスイッチに新しいコンピュータを接続したら、Windows Small Business Server 2003 をインストールできます。次に、既存のネットワーク上の DHCP サーバー サービスを停止し、Windows Small Business Server 2003 を実行しているコンピュータ (移行先サーバー) を既存のネットワークに接続できます。
[image: image21.wmf]
移行元サーバーで DHCP を無効にするには
移行が終了した時点で移行元サーバーは撤去されるので、DHCP サーバー サービスを提供するルーターを使用する場合を除いて、このサービスは移行先サーバーで実行する必要があります。DHCP サーバー サービスが移行先サーバーにインストールされるようにするために、移行先サーバーをネットワークに接続する前に、移行元サーバー上の DHCP サーバー サービスを無効にする必要があります。
ルーター デバイスを使用して、ローカル ネットワークに DHCP サーバー サービスを提供しており、このデバイスを DHCP サーバーとして使用し続ける場合は、この手順を省略してください。
25. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Services.msc」と入力します。
26. [DHCP Server] をダブルクリックして [プロパティ] を開き、[停止] をクリックします。サービスが停止した後、[スタートアップの種類] を [無効] に変更します。
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移行のためにサーバーを接続するには
移行を開始する前に、インターネット接続デバイスをインターネットから切断することをお勧めします。また、移行先サーバーのローカル ネットワーク アダプタを、移行元サーバーで使用されていたローカル ネットワークに接続する必要があります。
27. コンピュータを接続する前に、インターネット接続デバイスをインターネットから切断します。移行中はどちらのサーバーもインターネットに接続しないでください。ブロードバンド接続の場合は、ブロードバンド デバイスからインターネット サービス プロバイダへの接続を切断しておくことをお勧めします。詳細については、図 1.1 を参照してください。
図 1.1
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28. 移行先サーバーをローカル ネットワークに接続するネットワーク アダプタを、移行元サーバー上のローカル ネットワーク アダプタが接続されているハブまたはスイッチに接続します。図 1.1 を参照してください。
[image: image24.wmf]
重要
DHCP サービスも提供するルーター デバイスを使用している場合は、Windows Small Business Server 2003 のセットアップ時にルーターが移行先サーバーに接続され、移行先サーバーで DHCP が正しく構成されるようにします。詳細については、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23290&clcid=0x411) にある『ファースト ステップ ガイド』の「付録 C」を参照してください。
ローカル ネットワークに接続するネットワーク ケーブルとインターネットに接続するネットワーク ケーブルを混同しないように、ケーブルおよびネットワーク デバイスにラベルを付けることをお勧めします。
[image: image25.wmf]
移行先サーバーをインストールするための要件
リテール バージョンの Windows Small Business Server 2003 をインストールしている場合は、『ファースト ステップ ガイド』の「第 3A 章」の詳しい手順を参照してください。
OEM からサーバーを購入し、Windows Small Business Server 2003 が既にインストールされている場合は、『セットアップ ガイド』の「第 3A 章」を参照してください。
以下の一覧に示されている情報を使用して、移行先サーバーでの新規インストールを完了します。
[image: image26.wmf]
重要
移行先サーバーのインストール時にこの操作手順に従わなかった場合、移行は失敗します。
移行先サーバーで DHCP が正しくインストールされるように、移行元サーバー上で DHCP サーバー サービスを無効にしていることを確認します。詳細については、手順 2 の「移行元サーバーで DHCP を無効にするには」を参照してください。
[image: image27.wmf]
メモ
Windows Small Business Server 2003 のセットアップ中に、セットアップ プログラムがルーター デバイスで DHCP が実行されていることを検出した場合は、ルーター デバイスと移行先サーバーのどちらで DHCP を実行するかを選択する必要があります。移行先サーバーで DHCP を実行することをお勧めします。ルーター デバイスで DHCP を実行し続けることを選択し、後で移行先サーバー上の DHCP を使用することにした場合は、ヘルプで変更の手順を参照してください。[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「ヒント集 DHCP Small Business Server」を検索してください。
29. 移行元サーバーから FAX デバイスを移動する場合は、インストールを開始する前に移動します。まず、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20157) にある『Windows Server Catalog』でハードウェアおよびソフトウェアの互換性情報を確認してください。
30. リテール製品の場合は、移行先サーバーへのオペレーティング システムのインストール中に、パーティションのファイル システムを選択するよう求められたら、NTFS を選択する必要があります。
31. Administrator のパスワードの入力を求められたら、移行元サーバーで使用されているパスワードと同じ Administrator のパスワードを使用する必要があります。
32. コンピュータ名の入力を求められたら、ネットワーク上の他のコンピュータで使用されていない標準的なコンピュータ名を使用する必要があります。標準的なコンピュータ名は、最大 15 文字の標準的な文字で構成される一意の名前で、A ～ Z、0 ～ 9、およびハイフン (-) を使用できます。
33. Windows Small Business Server 2003 のセットアップの [内部ドメイン情報] ページで、NetBIOS ドメイン名が、移行元サーバーで使用されている NetBIOS 名とは異なっていることを確認します。移行元サーバーと移行先サーバーの NetBIOS ドメイン名が同じである場合、移行は失敗します。
34. IP アドレスの入力を求められたら、移行元サーバーで使用されている IP アドレスと同じ範囲の IP アドレスを入力します。
[image: image28.wmf]
重要
セットアップ時に移行先サーバーの IP アドレスを誤って入力した場合は、IP アドレスの変更ツールを使用して IP アドレスを変更する必要があります。これによって、移行先サーバー上のすべてのサービスは、移行先サーバーの IP アドレスを使用して正しく構成されます。このツールを使用するには、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。次に、[インターネットと電子メール] をクリックし、[サーバーの IP アドレスの変更] をクリックして画面の指示に従います。
Windows Small Business Server 2003 Premium Edition の場合は、作業の一覧が表示されたときに、SQL Server 2000 および Internet Security and Acceleration (ISA) Server 2000 をインストールできます。操作手順については、Premium Technologies ディスクを CD または DVD ドライブに挿入し、自動実行ページが表示されたら [インストール方法] をクリックしてください。
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メモ
ここでクライアント コンピュータにファイアウォール クライアントを展開しないでください。この作業は、「手順 6. クライアント コンピュータの構成」で、クライアント コンピュータを移行先サーバーに移行した後で行います。
35. 移行先サーバーでウイルス対策ソフトウェアを使用する場合は、インターネットに接続する前にインストールすることをお勧めします。
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ネットワーク タスクを完了するには
移行先サーバーを一時的にインターネット接続デバイスに接続し、作業の一覧のネットワーク タスクを完了します。管理タスクは後で実行します。
· [セキュリティの最適な実践]。ネットワークのセキュリティで保護するために、セキュリティの最良事例を読んで実行することをお勧めします。このタスクをクリックすると、セキュリティの最良事例の一覧が表示されます。 

· [インターネットに接続]。スモール ビジネス ネットワークでインターネット接続が正しく構成されていることを確認するために、このタスクを実行する必要があります。このタスクをクリックすると、電子メールとインターネット接続の構成 ウィザードが開始されます。画面の指示に従って、サーバーのネットワーク、ファイアウォール、セキュリティ保護された Web サイト、および電子メールの設定を構成します。
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重要
インターネット接続デバイスをインターネットに再接続し、移行先サーバーがそのデバイスに接続されていることを確認します。
ウィザードの終了時に、パスワード ポリシーを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示されたときは、パスワード ポリシーを有効にしないでください。この作業は、「手順 7. 移行の完了」で行います。
· [リモートアクセスの構成]。リモート クライアント コンピュータが、仮想プライベート ネットワーク (VPN) 接続、ダイヤルイン接続、またはその両方でローカル ネットワークに接続することを許可する場合は、このタスクを実行します。このタスクをクリックすると、リモート アクセス ウィザードが開始されます。 

外部クライアント コンピュータを使用しているユーザーは、既存の VPN 接続を削除し、移行が終了した後で、リモート Web ワークプレース を使用して移行先サーバーへの接続を構成する必要があります。リモート Web ワークプレース の使用方法の詳細については、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「リモート Web ワークプレース」を検索してください。
· [サーバーのライセンス認証]。サーバーのライセンス認証を行う必要があります。このタスクをクリックすると、Windows 製品のライセンス認証ウィザードが開始されます。画面の指示に従って、サーバーのライセンス認証を行います。 

· [クライアント ライセンスの追加]。クライアント コンピュータが 5 台を超える場合は、この作業の一覧のタスクを完了して、追加購入したクライアント ライセンスを追加する必要があります。このタスクを実行するには、まずサーバーのライセンス認証を行う必要があります。このタスクをクリックすると、ライセンスの追加ウィザードが開始されます。
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インターネットから切断し、両方のサーバーのウイルス対策ソフトウェアを無効にするには
データおよび設定を移行する前に、インターネット接続デバイスをインターネットから切断する必要があります。次に、移行元サーバーと移行先サーバーで実行されている、リアルタイム ウイルス監視ソフトウェアなどのディスク ユーティリティを無効にする必要があります。ディスク ユーティリティを実行していると、移行中に問題が発生する可能性があります。
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重要
DHCP サーバー サービスも提供するルーター デバイスを使用している場合は、インターネットから切断したときにも、図 1.1 に示されているように、このデバイスがローカル ネットワークに接続されていることを確認してください。
手順 3. クライアント コンピュータのアカウント移行の準備
この手順では、Windows NT Workstation 4.0、Windows 2000 Professional、Windows XP Professional、Windows 2000 Server、または Windows Server 2003 を実行しているクライアント コンピュータ、または Windows NT Server 4.0 以降を実行しているメンバ サーバーの準備を行います。これらのオペレーティング システムを実行しているクライアント コンピュータのコンピュータ アカウントは、「手順 4. 移行の開始」で Active Directory Migration Tool (ADMT) を使用して移行します。ADMT は、Windows 95、Windows 98、または Windows Millennium Edition を実行しているクライアント コンピュータのコンピュータ アカウントの移行をサポートしていません。移行先サーバーのこのようなクライアント コンピュータは、「手順 6. クライアント コンピュータの構成」で手動で構成します。
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メモ
Windows 2000 Server を実行している追加のドメイン コントローラを移行するには、まず Active Directory を削除します。[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Dcpromo」と入力します。次に、画面の指示に従って、ウィザードを完了します。これで、コンピュータ アカウントを移行先ドメインに移行し、サーバーをドメインの 2 台目のサーバーとして使用できます。Windows Small Business Server 2003 の 2 台目のサーバーの詳細については、移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理]、[サーバー コンピュータ]、[詳細情報]、[追加のサーバーを構成する] の順にクリックしてください。
各メンバ サーバーでは、Windows Small Business Server 2003 クライアント アクセス ライセンス (CAL) が必要です。ライセンスの詳細については、セットアップが完了した後、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「ライセンス」を検索してください。
36. ユーザーがメールボックスのルールをエクスポートしていない場合は、ここでエクスポートする必要があります。
37. クライアント コンピュータ上のビルトイン Administrators グループから移行元サーバーの Domain Admins グループを削除していた場合は、このグループを再び追加する必要があります。既定では、クライアント コンピュータがドメインに追加されたときに、Domain Admins グループはクライアント コンピュータのビルトイン Administrators グループに追加されます。
38. クライアント コンピュータで実行されているパーソナル ファイアウォールを無効にします。たとえば、Windows XP Professional でインターネット接続ファイアウォールを無効にします。インターネット接続ファイアウォールを無効にする方法については、クライアント コンピュータで、[スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプ] をクリックしてください。その他のパーソナル ファイアウォールを無効にする方法については、ファイアウォールの製造元から提供されているマニュアルを参照してください。
39. Small Business Server 2000 から移行している場合は、Microsoft 共有モデム サービス クライアントを削除します。また、移行先サーバーで Internet Security and Acceleration (ISA) Server 2000 を使用し続ける予定がない場合は、Microsoft ファイアウォール クライアントも削除する必要があります。 

40. 各クライアント コンピュータの IP アドレスを解放して更新し、各コンピュータが移行先サーバーの DHCP サーバー サービスから IP アドレスを取得するようにします。
41. Windows NT Workstation 4.0 を実行している場合、またはメンバ サーバーが Windows NT Server 4.0 を実行している場合は、Windows NT 4.0 Service Pack 6a をインストールする必要があります。
Windows NT Server 4.0 Service Pack 6a がインストールされていることを確認するには、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Winver」と入力します。[Windows NT のバージョン情報] ダイアログ ボックスが表示されます。Service Pack 6a が表示されていることを確認します。
Service Pack 6a を実行していない場合は、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23295&clcid=0x411 ) からこのサービス パックをダウンロードします。クライアント コンピュータをバックアップし、サービス パックをインストールサービス パックをインストールした後、別のバックアップを作成することをお勧めします。
42. ユーザーの共有フォルダおよび Company 共有フォルダへのデスクトップ ショートカットを削除します。また、移行元サーバーを指しているマッピングされたドライブやショートカットも削除または更新します。また、[Microsoft スモール ビジネス インターネット サービス]、[Small Business Server Web サイト]、[電子メール]、[SBS ユーザー ガイド]、および [Small Business Server の管理] など、移行元サーバーを指す Internet Explorer のお気に入りは無効になるので、削除します。
43. クライアント コンピュータで移行元サーバーを指定するプリンタまたは FAX プリンタを使用している場合は、これらを削除します。「手順 5. 移行先サーバーの構成」で移行先サーバーのプリンタを構成すると、プリンタはクライアント コンピュータで使用できるようになります。
44. 各クライアント コンピュータのウイルス検索を実行します。
45. 各クライアント コンピュータでリアルタイム ウイルス対策プログラムを無効にします。
46. 各クライアント コンピュータからログオフします。
手順 4. 移行の開始
この手順では、移行先サーバーに AＤＭＴ をインストールして構成した後、ユーザー、グループ、コンピュータ アカウントを移行します。移行元サーバーと移行先サーバーで ADMT が動作するように、DNS フォワーダ も構成します。移行元サーバーで Exchange 2000 Server を実行している場合は、Exchange サーバーのメール クォータを更新する必要があるかどうかを判断した後、Exchange のメールボックスを移行します。さらに、共有フォルダやアプリケーション データを移行先サーバーに移動し、SQL Server データベースを移行先サーバーに移行する必要があります。
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重要
移行元サーバーのバックアップをまだ行っていない場合は、移行を開始する前にバックアップを行うことをお勧めします。
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メモ
移行が完了した後、ユーザーが最初にログオンするときに、新しいパスワードを作成するよう求められます。ユーザーが新しいパスワードを作成する必要がないようにユーザーのパスワードを移行する場合は、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23296&clcid=0x411) でサポート技術情報の記事 326480 を検索して参照してください。
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移行先サーバーに ADMT をインストールするには
47. Windows Small Business Server 2003 Disc 1 または DVD (該当する場合) を、移行先サーバーの CD または DVD ドライブに挿入します。
48. CD を使用している場合は、D: \I386\Admt\Admigration.msi を参照してダブルクリックします。ここで、D は CD ドライブのドライブ文字です。DVD を使用している場合は、「D: \CD1\I386\Admt\Admigration.msi」と入力します。ここで、D は DVD ドライブのドライブ文字です。Active Directory Migration Tool セットアップ ウィザードが表示されます。 

49. 画面の指示に従って、ウィザードを完了します。
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移行元サーバーと移行先サーバーで DNS フォワーダを作成するには
ADMT を実行するには、移行元サーバーと移行先サーバーの両方で DNS フォワーダを作成する必要があります。
50. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[プログラム] をポイントします。次に、[管理ツール] をポイントし、[DNS] をクリックします。
51. 自分のサーバーを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。
52. [フォワーダ] タブをクリックします。[フォワーダを有効にする] が選択されていることを確認し、移行先サーバーの IP アドレスを入力して、[追加] をクリックします。
53. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[管理ツール] をポイントし、[DNS] をクリックします。
54. 移行先サーバーをクリックします。
55. 移行先サーバーを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。
56. [フォワーダ] タブをクリックし、[新規作成] をクリックします。[新しいフォワーダ] ダイアログ ボックスが表示されます。 

57. 移行元サーバーの完全修飾ドメイン名 (smallbusiness.local など) を入力します。
58. ドメイン名が選択された状態で、[選択したドメインのフォワーダ IP アドレスの一覧] フィールドに、移行元サーバーの IP アドレスを入力し、[追加] をクリックします。
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移行先サーバーで ADMT を構成するには
Windows NT Server 4.0 を実行するメンバ サーバーや、Windows NT Workstation 4.0 を実行するクライアント コンピュータがある場合は、この手順を実行する必要があります。
59. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Cmd」と入力します。 

60. コマンド プロンプトで、次の各コマンドを実行します。
Net Localgroup "Pre-Windows 2000 Compatible Access" Everyone /Add

Net Localgroup "Pre-Windows 2000 Compatible Access" "Anonymous Logon" /Add
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重要
コマンドを正しく実行するには、引用符も入力する必要があります。
61. 移行先サーバーを再起動します。
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ユーザー アカウントを移行するには
62. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Cmd」と入力します。
63. 次のコマンドを実行します。
Runas /Netonly /user:SourceDomainName\Administrator "Mmc \"%ProgramFiles%\Active Directory Migration Tool\Migrator.msc\""

SourceDomainName を移行元サーバーの NetBIOS ドメイン名に置き換えてください。
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重要
Active Directory Migration Toolを終了した場合、ツールを再び開くには、[スタート] メニューではなく、このコマンドを使用する必要があります。
このコマンドは、引用符やバックスラッシュも含めて、示されているとおりに入力する必要があります。このとおりに入力していない場合、このコマンドは失敗します。
64. 画面の指示に従って、ビルトイン Administrator アカウントのパスワードを入力します。Active Directory Migration Toolが表示されます。
65. [操作] メニューで、[ユーザー アカウントの移行ウィザード] をクリックします。
66. ユーザー アカウントの移行ウィザードで、表 1.1 の情報を使用してサーバーを構成します。
表 1.1 -ユーザー アカウントの移行ウィザード
	ウィザードのページ
	操作

	[テストまたは変更]
	最初に [移行の設定をテストし、後で移行]をクリックすることをお勧めします。テストでエラーが発生した場合は、ステータス ページに示されているログ ファイルを調べます。問題を解決した後、再びユーザー アカウントの移行ウィザードを実行し、今度は [今すぐ移行] をクリックします。

	[ドメインの選択]
	[移行元ドメイン] を移行元ドメイン名 (SmallBusiness.local など) に設定し、[移行先ドメイン] を移行先ドメイン名に設定します。
重要
[次へ] をクリックしたときに、「アクセスが拒否されました（エラーコード=5)」というメッセージが表示された場合は、ウィザードをキャンセルし、ADMT を終了します。移行元サーバーと移行先サーバーの Administrator のパスワードが一致していることを確認します。コマンド プロンプトから、ADMT を再起動し、パスワードを正しく入力したことを確認します。パスワードを誤って入力した場合、ウィザードを実行したときにアクセスが拒否されます。 

	[ユーザーの選択]
	[追加] をクリックし、[詳細設定] をクリックします。[オブジェクトの種類を選択してください] は、自動的にユーザー アカウントを検索するように設定されています。[今すぐ検索] をクリックして、ユーザー アカウントの一覧を表示します。移行先サーバーに移行したい各ユーザーのユーザー アカウントを選択し、[OK] をクリックします。
重要
[ユーザー アカウントの移行 ウィザードは、ビルトイン アカウント Administrator、Guest、IUSR_ServerName、IWAM_ServerName、Krbtgt、または TsInternetUser アカウントをサポートしていません。
Small Business Server 2000 から移行する場合は、Small Business Administrator、Small Business Power User、または Small Business User アカウントを移行しないでください。
Exchange 2000 Server を実行している場合、SystemMailbox アカウントを移行しないでください。
SQL Server を実行している場合、SQLDebugger および SQLAgentCmdExec アカウントを移行しないでください。
独自のユーザー アカウントを使用する業務用アプリケーションを使用している場合は、製造元のマニュアルを参照して、アカウントを移行する必要があるかどうかを確認してください。

	[組織単位(OU)の選択]
	[移行先の組織単位(OU)] として「MyBusiness\Users\SBSUsers」を参照します。

	[パスワードオプション]
	[ユーザー名と同じパスワード] をクリックします。ユーザーのパスワードはユーザー アカウント名の最初の 14 文字に設定され、パスワード ファイル用に指定された場所に保存されます。既定の保存場所は、\Program files\Active Directory Migration Tool\Logs\Passwords.txt です。
メモ
ユーザー名と同じパスワードを使用することによって、クライアント コンピュータの構成が容易になります。このパスワードは一時的なものであり、移行の終了時にリセットされます。
サポート技術情報 325851 の手順に従ってユーザーのパスワードを移行する場合は、[ パスワードの移行] をクリックします。

	[アカウントの切り替えオプション]
	[移行先を移行元と同じにする] をクリックします。
[ユーザーSIDを移行先ドメインへ移行] チェックボックスをオンにします。
[次へ] をクリックし、表示される 5 つのメッセージ ボックスで [はい] をクリックします。
重要
移行元サーバーが再起動するまで待ち、ビルトイン Administrator アカウントを使用して移行元サーバーにログオンする必要があります。 

移行元サーバーにログオンした後、移行先サーバーで [OK] をクリックして作業を続行します。

	[ユーザー アカウント]
	[ユーザー名] としてビルトイン Administrator アカウントを指定し、[パスワード] を入力します。移行元サーバーの [ドメイン] 名が移行元ドメインに設定されていることを確認します。

	[ユーザー オプション]
	[移行プロファイルを変換] チェックボックスをオンにします。
[ユーザー権利を更新] チェックボックスをオンにします。
[ユーザーのグループメンバシップを修正] チェックボックスがオンになっていることを確認します。
[アカウント名を変更しない] が選択されていることを確認します。

	[オブジェクトのプロパティの除外]
	[次へ]をクリックし、特定のオブジェクトのプロパティを移行から除外しない既定の設定を受け入れます。

	[名前付けの競合]
	[競合しているアカウントを無視し、移行しない] が選択されていることを確認します。

	[ユーザーアカウントの移行ウィザードの完了]
	[完了] をクリックすると、[移行の進行状況] ダイアログ ボックスが表示されます。[状態] に [完了] と表示されたら、ユーザー アカウントの移行は完了です。
エラーが発生した場合は、[ログの表示] をクリックします。
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重要
アカウント名が 20 文字を超える場合、そのアカウントを移行先サーバーに移行したときに自動的に 20 文字に切り詰められます。
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グループ アカウントを移行するには
67. 移行先サーバーで、Active Directory Migration Toolの [操作] メニューで [グループ　アカウントの移行ウィザード] をクリックします。
68. グループ　アカウント移行 ウィザードで、表 1.2 の情報を使用してサーバーを構成します。
表 1.2 – グループ アカウント移行 ウィザード
	ウィザードのページ
	操作

	[テストまたは変更]
	最初に [移行の設定をテストし、後で実行]をクリックすることをお勧めします。テストでエラーが発生した場合は、ステータス ページに示されているログ ファイルを調べます。問題を解決した後、再び グループアカウントの移行ウィザードを実行し、今度は [今すぐ移行] をクリックします。

	[ドメインの選択]
	[移行元ドメイン] が移行元の内部ドメイン名 (SmallBusiness.local など) に設定されており、[移行先ドメイン] が移行先の内部ドメイン名に設定されていることを確認します。

	[グループの選択]
	5. [追加] をクリックし、[詳細設定] をクリックします。[オブジェクトの種類を選択してください] は、自動的にグループ アカウントを検索するように設定されています。
6. [オブジェクトの種類] をクリックし、[ビルトイン セキュリティ プリンシパル] チェックボックスをオフにします。
7. [今すぐ検索] をクリックして、グループ アカウントの一覧を表示します。
8. 移行先サーバーに移行したい各グループのユーザー アカウントを選択し、[OK] をクリックします。
重要
ビルトイン セキュリティ グループおよび Cert Publishers、DHCP Administrators、DHCP Users、DnsAdmins、DnsUpdateProxy、Domain Admins、Domain Computers、Domain Controllers、Domain Guests、Domain Users、Enterprise Admins、Group Policy Creator Owners、RAS and IAS Servers、Schema Admins、WINS Users のいずれかのグループを移行しないでください。
Small Business Server 2000 から移行する場合は、BackOffice Fax Operators、BackOffice Folder Operators、BackOffice Internet Users、BackOffice Mail Operators、BackOffice Remote Operators、および BackOffice Template Users を移行しないでください。
Exchange 2000 Server を移行する場合は、Exchange Domain Servers および Exchange Enterprise Servers を移行しないでください。
SQL Server 2000 から移行する場合は、OLAP Administrators グループを移行しないでください。
DomainName$$$ グループを移行しないでください。

	[組織単位(OU)の選択]
	重要
セキュリティ グループの場合は、[移行先の組織単位(OU)] として「MyBusiness\SecurityGroups」を参照します。
配布グループの場合は、[移行先の組織単位(OU)] として「MyBusiness\配布グループ」を参照します。

	[グループオプション]
	[ユーザー権利を更新]、[グループのメンバシップを修正]、[グループのSIDを移行先ドメインへ移行]および[アカウント名を変更しない]が選択されていることを確認します。

	[オブジェクトのプロパティの除外]
	[次へ] をクリックし、特定のオブジェクトのプロパティを移行から除外しない既定の設定を受け入れます。

	[ユーザー　アカウント]
	[ユーザー名] としてビルトイン Administrator アカウントを指定し、[パスワード] を入力します。移行元サーバーの [ドメイン] 名が移行元ドメインに設定されていることを確認します。

	[名前付けの競合]
	[競合しているアカウントを無視し、移行しない] が選択されていることを確認します。

	[グループのアカウントの移行ウィザードの完了]
	[完了] をクリックすると、[移行の進行状況]ダイアログボックスが表示されます。[状態]に[完了]と表示されたら、グループアカウントの移行は完了です。エラーが発生した場合は、[ログの表示]をクリックします。


[image: image45.wmf]
コンピュータ アカウントを移行するには
Windows NT Workstation 4.0、Windows 2000 Professional、Windows XP Professional を実行するクライアント コンピュータ、または Windows NT 4.0 Server 以降を実行するメンバ サーバーのコンピュータ アカウントを移行するには、以下の手順を実行します。
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重要
移行元サーバー上で DNS レコードが更新されるには、移行元サーバーを最後に再起動してから約 15 分かかります。DNS レコードが更新されるまで待たないと、移行先ドメインでのクライアント コンピュータの構成に失敗します。
ローカル コンピュータで、Domain Admins グループがビルトイン Administrator グループのメンバであることを確認していなかった場合は、ここで確認する必要があります。
各クライアント コンピュータ上でリアルタイム ウイルス対策ソフトウェアやパーソナル ファイアウォールを無効にしていなかった場合は、この手順を実行する前に無効にしておく必要があります。
69. 移行先サーバーで、Active Directory Migration Toolの [操作] メニューで [コンピュータの移行ウィザード] をクリックします。
70. コンピュータの移行ウィザードで、表 1.3 の情報を使用してサーバーを構成します。
Table 1.3 - コンピュータの移行ウィザード
	ウィザードのページ
	操作

	[テストまたは変更]
	最初に[移行の設定をテストし、後で移行]をクリックすることをお勧めします。テストでエラーが発生した場合は、ステータス ページに示されているログ ファイルを調べます。問題を解決した後、再びコンピュータの移行ウィザードを実行し、今度は[今すぐ移行]をクリックします。

	[ドメインの選択]
	[[移行元ドメイン]が移行元の内部ドメイン名（SmallBusiness.localなど）に設定されており、[移行先] が移行先の内部ドメイン名に設定されていることを確認します。

	[コンピュータの選択]
	[追加] をクリックし、[詳細設定]をクリックします。[オブジェクトの種類を選択してください]は自動的に[コンピュータ]に設定されます。[今すぐ検索] をクリックして、コンピュータ アカウントの一覧を表示します。移行先サーバーに移行したいクライアント コンピュータのコンピュータ アカウントを選択し、[OK] をクリックします。
重要
移行元サーバーのコンピュータ アカウントや、Windows 95、Windows 98、または Windows Millennium Edition を実行しているクライアント コンピュータのコンピュータ アカウントを移行しないでください。
移行している各クライアント コンピュータの電源が入っており、ネットワークに接続されていることを確認します。ネットワークに接続されていないクライアント コンピュータのコンピュータ アカウントを移行すると、クライアント コンピュータの構成に失敗します。
メモ
移行元サーバー以外のサーバー コンピュータについては、コンピュータの移行ウィザードをもう一度実行すると、 SBSServers OUに配置されます。

	[組織単位(OU)の選択]
	重要
クライアント コンピュータの場合は、[移行先の組織単位(OU)] として「MyBusiness\Computers\SBSComputers」を参照して選択します。
サーバー コンピュータの場合は、[移行先の組織単位(OU)] として「MyBusiness\Computers\SBSServers」を参照して選択します。

	[オブジェクトの変換]
	このページのすべてのチェックボックスをオンにします。

	[セキュリティの変換オプション]
	[置換]オプションが選択されていることを確認し、[次へ]をクリックします。「ユーザーの権利の変換は'追加'モードでのみ実行されます。ほかのオブジェクトはすべてモードの選択に従って変換されます。」いうメッセージが表示されたら、[OK] をクリックします。 

	[コンピュータ オプション]
	ウィザードの終了後、コンピュータを再起動するまでの分数を 1 分に設定し、[コンピュータ名を変更しない] オプションが選択されていることを確認します。

	[オブジェクトのプロパティの除外]
	[次へ] をクリックし、特定のオブジェクトのプロパティを移行から除外しない既定の設定を受け入れます。

	[名前付けの競合]
	[競合しているアカウントを無視し、移行しない] が選択されていることを確認します。

	[コンピュータの移行ウィザードの完了]
	[完了] をクリックすると、[移行の進行状況]ダイアログボックスが表示されます。[状況]に[完了]と表示されたら、コンピュータアカウントの移行は完了です。エラーが発生した場合は、[ログの表示]をクリックします。[閉じる]をクリックすると[Active Directory移行ツールエージェントモニタ] ダイアログ ボックスが表示され、移行しているクライアント コンピュータへの接続のステータスが示されます。 
メモ
コンピュータ アカウントを移行できなかった場合や、コンピュータ アカウントは移行されたが、クライアント コンピュータを構成するエージェントが失敗した場合は、次の作業を行ってください。
9. ログ ファイルを確認し、問題を解決します。 

10. コンピュータ アカウントが Active Directory 内に作成されていることを確認します。移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックし、「Dsa.msc」と入力して、Active Directory ユーザーとコンピュータを開きます。
11. コンピュータの移行ウィザードをもう一度実行して、コンピュータ アカウントを移行します。
コンピュータ アカウントの移行をテストした場合、ツールでドメインの所属を変更できなかったことを示すイベント メッセージ (イベント メッセージ 37075) が表示されます。アカウントの移行はテストとして実行されたので、これは正しい結果です。
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重要
「手順 6. クライアント コンピュータの構成」の前にクライアント コンピュータにログオンしないでください。これより前にクライアント コンピュータにログオンすると、Outlook のプロファイルが移行されません。
[image: image48.wmf]
Exchange のメール クォータを更新する必要があるかどうかを調べるには
移行元サーバーで Exchange 2000 Server を実行しており、警告を表示するメール クォータの値を 175,000 KB 以外に設定している場合や、電子メールの送受信を制限するメール クォータの値を 200,000 KB 以外に設定している場合は、移行先サーバーで Exchange のメール クォータの設定を更新する必要があります。
71. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[Small Business Server 管理コンソール] をクリックします。
72. 自分の Exchange 組織をダブルクリックし、[サーバー] をダブルクリックします。次に、自分のサーバーをダブルクリックし、[メール ボックス ストア] を右クリックして、[プロパティ] をクリックします。
73. [制限] タブをクリックします。
74. [警告を表示するサイズ (KB)]、[警告を表示するサイズ (KB)]、および [送受信を禁止するサイズ (KB)] の設定を確認します。警告を出すクォータが 175,000 KB 以外の値に、電子メールの送受信を制限するクォータが 200,000 KB 以外の値に設定されている場合は、次の手順に進んで、移行先サーバーで Exchange のメール クォータの設定を更新します。
75. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。
76. [詳細管理] をダブルクリックし、自分の Exchange 組織をダブルクリックします。次に、[サーバー] をダブルクリックし、自分のサーバーをダブルクリックします。次に、自分のストレージ グループをダブルクリックし、[メールボックス ストア] を右クリックして、[プロパティ] をクリックします。
77. [制限] タブで、[警告を表示するサイズ (KB)] および [送受信を禁止するサイズ (KB)] の設定を更新します。
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Exchange のメールボックスを移動するには
Exchange 2000 Server を実行している場合は、Exchange Server 移行ウィザードを使用してユーザーのメールボックスを移動します。
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重要
「手順 6. クライアント コンピュータの構成」を完了する前にクライアント コンピュータで Outlook を起動しないでください。このときに Outlook を起動すると、Outlook のプロファイルが移行されません。
移行元サーバーで実行されている、リアルタイム ウイルス監視ソフトウェアなどのディスク ユーティリティを無効にしていることを確認します。ディスク ユーティリティを実行していると、移行中に問題が発生する可能性があります。
78. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[Microsoft Exchange] をポイントし、[展開] をポイントして、[移行ウィザード] をクリックします。
79. Exchange Server 移行ウィザードで、表 1.4 の情報を使用してサーバーを構成します。
Table 1.4 - Exchange Server Migration Wizard 
	ウィザードのページ
	操作

	[移行]
	[Microsoft Exchange からの移行] をクリックします。

	[Exchange サーバーからの移行]
	[次へ] をクリックして続行します。

	[移行先]
	既定値の [Exchange Server が実行されているコンピュータに移行する] を受け入れる必要があります。

	[移行元の Exchange サーバー]
	[Exchange 5.5 server] チェックボックスをオフにし、移行元サーバーのコンピュータ名を入力して、Administrator アカウントとパスワードを入力します。

	[移行情報]
	既定値の[メールボックスアカウントを作成または変更する]を選択します。

	[アカウントの移行]
	メールボックスを移行するアカウントを選択します。
重要
このツールは、Administrator メールボックスの移行をサポートしていません。このアカウントのメールを移行するには、クライアント コンピュータから、Outlook を使用してメールを .pst ファイルにエクスポートし、後でインポートする必要があります。Administrator アカウントのメールボックスのルールもエクスポートする必要があります。.pst ファイルへのエクスポートおよびメールボックスのルールのエクスポートの詳細については、クライアント コンピュータで Outlook のヘルプを参照してください。
メモ
アカウントのメールボックスを移行する場合は、このドキュメントで前に説明したユーザーアカウントの移行ウィザードを使用してアカウントをサーバーに移行しておく必要があります。

	[新しいWindowsアカウントのコンテナ]
	「自分のドメイン\MyBusiness\Users\SBSUsers」を参照します。


80. 画面の指示に従って、ウィザードを完了します。 
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Users 共有フォルダを移動するには
Users 共有フォルダを移動するには、Xcopy コマンドを使用します。Xcopy の詳細については、コマンド プロンプトで「Xcopy /?」と入力します。
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メモ
移行元サーバー上の各ユーザー フォルダのサイズが 1 GB (ギガバイト) を超えないことを確認してください。移行先サーバーの Users 共有フォルダが配置されるパーティションではディスク クォータが有効になっており、ユーザー フォルダごとに 1 GB の領域が割り当てられます。すべてのユーザーに対する既定のクォータの変更については、移行先サーバーで [スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「ユーザーのクォータ設定を変更する」を検索してください。
81. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Cmd」と入力します。
82. コマンド プロンプトで、次のように入力します。
Xcopy \\SourceServerComputerName\Users \\DestinationServerComputerName\Users /e /o /d /h /v /c>>C:\Copyresults.txt

	パラメータ
	説明

	SourceServerComputerName 
	Small Business Server 2000 または Windows 2000 Server を実行しているコンピュータを指定します。

	DestinationServerComputerName 
	Small Business Server 2003 を実行しているコンピュータを指定します。

	/e 
	空のサブディレクトリも含めて、すべてのサブディレクトリをコピーします。

	/o 
	ファイルの所有権および随意アクセス制御リスト (DACL) 情報をコピーします。

	/d 
	コピー先のファイルの時刻よりもコピー元のファイルの時刻が新しい場合にのみ、ファイルをコピーします。
指定した日付以降に変更されたファイルをコピーするには、「/d: m-d-y」と入力します。ここで、m-d-y はファイルの変更のチェックを開始する日付を月-日-年形式で指定します。

	/h 
	隠し属性およびシステム ファイル属性のファイルをコピーします。既定では、Xcopy は隠しファイルやシステム ファイルをコピーしません。

	/v 
	新しいファイルをそれぞれ確認します。

	/c 
	エラーを無視します。

	>>C:\Copyresults.txt
	コピーの結果を、Copyresults.txt という名前のファイルに追加します。
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メモ
Xcopy の代わりに、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20249) から入手可能な RoboCopy を使用することもできます。
83. エクスプローラを使用して C:\Copyresults.txt を開き、ファイルのコピー中にエラーが発生したかどうかを確認します。移行元サーバーの Users フォルダにあったファイルの数とサイズを、移行先サーバー上にあるファイルの数およびサイズと比較することもできます。
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メモ
カスタム ログオン スクリプトを使用していた場合は、移行元サーバーの NETLOGON 共有フォルダから、移行先サーバーの NETLOGON フォルダにコピーします。また、カスタム ログオン スクリプトでファイルが参照されている場合は、そのファイルも移行先サーバーにコピーする必要があります。
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その他の共有フォルダを移動するには
84. 移行先サーバーで、移動したい共有の共有フォルダを作成し、必要なアクセス許可を割り当てます。
85. 前の「Users 共有フォルダを移動するには」の手順に従って、移行元サーバーから移行先サーバーに共有をコピーします。
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メモ
Users 共有フォルダと同じパーティションに共有フォルダを作成した場合、ディスク クォータも適用されます。すべてのユーザーに対する既定のクォータの変更については、移行先サーバーで [スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「ユーザーのクォータ設定を変更する」を検索してください。
共有フォルダにアクセス許可を割り当てるには、ドライブが NTFS を使用してフォーマットされている必要があります。
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Company フォルダをイントラネット Web サイトに移動するには
86. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。 

87. コンソール ツリーで、[内部Webサイト をクリックします。
88. 詳細ウィンドウで、[ファイルのインポート] をクリックします。ファイルのインポート ウィザードが表示されます。 

89. [ファイルとドキュメント ライブラリの場所] ページで、次の作業を行います。
[Copy files from] として「\\SourceServerComputerName \Company」と入力します。これは、Company 共有フォルダへのパスです。
[ファイルのコピー元] として、既定値の「http://companyweb/General Documents」を受け入れるか、[参照] をクリックして別のドキュメント ライブラリを選択するか、新しいドキュメント ライブラリを作成します。
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メモ
50 MB (メガバイト) を超えるファイルはブロックされます。この設定を変更するには、ブラウザ ウィンドウを開いて、「http:// DestinationServerComputerName :8081」と入力します。[仮想サーバー設定の構成] をクリックし、[Companyweb] をクリックし、[仮想サーバーの全般設定] をクリックします。[アップロードの最大サイズ] で、ファイル サイズを指定します。
.exe や .vbs など、特定の拡張子のファイルはブロックされます。ブロックされている拡張子の一覧を表示するには、ブラウザ ウィンドウを開いて、「http:// DestinationServerComputerName :8081」と入力し、[ブロックするファイルの種類の管理] をクリックします。
データが含まれていないファイルは移行されません。
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その他のデータを移動するには
業務用アプリケーションのアプリケーション データや共有フォルダに保存されていない一般的なユーザー データがある場合、これらのデータを移行先サーバーにコピーできます。あるいは、ファイルの所有権や随意アクセス制御リスト (DACL) を保持したい場合は、「Users 共有フォルダを移動するには」の手順で説明した Xcopy コマンドを使用します。SQL Server データベースがある場合は、以下の手順に従ってデータを移行します。
90. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。次に、「\\SourceServerComputerName\DriveLetter$」と入力します。ここで、DriveLetter はファイルが保存されている特定のドライブのドライブ文字 (C$ や D$ など) です。
91. 移動したいデータの保存場所を参照し、移行先サーバーの適切な場所にデータをコピーします。
92. データ フォルダのある各アプリケーションについて、この手順を繰り返します。
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メモ
Internet Information Server (IIS) を使用してカスタム Web サイトを構成している場合は、ファイルを移行先サーバーにコピーして Web サイトを作成し直す必要があります。または、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20161) にある IIS 6.0 Migration Toolを使用することもできます。
Windows Small Business Server 2003 を実行しているコンピュータに、業務用アプリケーションなど、追加のアプリケーションをインストールする場合は、ここでインストールするか、移行が完了してからインストールできます。
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SQL Server データベースを移動するには
Premium Edition の Windows Small Business Server 2003 に移行し、移行先サーバーで SQL Server を実行する場合は、SQL Server データベースを移行する必要があります。
93. 移行先サーバーに SQL Server 2000 をまだインストールしていない場合は、ここでインストールします。SQL Server をインストールするには、Windows Small Business Server 2003 Premium Technologies ディスクの自動実行で表示される手順に従います。SQL Server 2000 をインストールする前に、Premium Technologies のインストールの手順で説明されている照合の設定を確認します。
94. Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23297&clcid=0x411) で、サポート技術情報の記事 314546、「[HOWTO] SQL Server を実行しているコンピュータ間でデータベースを移動する方法」を検索し、表示される手順に従います。
手順 5. 移行先サーバーの構成
この手順では、Windows Small Business Server 2003 テンプレートにユーザー アカウントを割り当て、クライアント コンピュータにアプリケーションを展開して、ユーザーが Windows Small Business Server 2003 ネットワークに適切にアクセスできるようにします。また、作業の一覧の管理タスクの実行、移行元サーバーのカスタム設定の構成、配布リストやカスタム受信者ポリシーの構成、および Microsoft Connector for POP3 Mailboxes の構成など、移行先サーバーの設定も構成する必要があります。
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移行したアカウントにアクセス許可を割り当てるには
ユーザーが Windows Small Business Server 2003 ネットワーク上の必要なリソースにアクセスできるようにするには、このタスクを実行する必要があります。
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メモ
この手順を実行するときに、移行先サーバーでリモート アクセスを構成した場合は、ユーザーに必要なアクセス許可を割り当てる必要があります。接続マネージャ構成パッケージを展開して、モバイルおよびリモート クライアント コンピュータをネットワークに接続するために必要な設定を構成することもできます。
95. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。
96. 詳細ウィンドウで、[ユーザー] をクリックし、[ユーザーのアクセス許可の変更] をクリックします。
97. [テンプレートの選択] ページで、移行元サーバーから移行した各ユーザー アカウントについて Windows Small Business Server 2003 テンプレートを選択します。既定値の [ユーザーに以前与えられたアクセス許可を全て上書きする] を受け入れます。
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メモ
[ユーザーの選択]にユーザー アカウントが表示されない場合は、ユーザー アカウントが有効であることを確認します。[サーバー管理] で [ユーザー] をクリックします。詳細ウィンドウで、アカウントが無効になっている場合は、アカウントを右クリックし、[アカウントの有効化] をクリックします。
98. 画面の指示に従って、ウィザードを完了します。
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メモ
以前に Exchange を実行していなかった場合は、ウィザードによって、移行元サーバーから移行された各ユーザー アカウントについてメールボックス アカウントが作成されます。
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クライアント コンピュータにアプリケーションを割り当てるには
Windows 2000 Professional および Windows XP Professional を実行しているクライアント コンピュータにアプリケーションを割り当てるには、この手順を実行します。その他の Windows オペレーティング システムを実行しているクライアント コンピュータでは、ソフトウェアを手動でインストールする必要があります。詳細については、このドキュメントの「Windows 2000 Professional 以前のオペレーティング システムを実行しているクライアント コンピュータを構成するには」を参照してください。
Windows NT Server 4.0 以降を実行しているメンバ サーバーがある場合は、2 台目のサーバーを構成する手順に従ってください。移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。次に、[サーバー コンピュータ] をクリックし、[詳細情報] をクリックして、[追加のサーバーを構成する] をクリックします。
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重要
Windows Small Business Server 2003 には、5 つのクライアント アクセス ライセンス (CAL) が含まれています。クライアント コンピュータが 5 台を超えている場合は、このタスクを実行する前に、CAL を追加する必要があります。CAL の追加の詳細については、このドキュメントの「クライアントライセンスの追加」を参照してください。
99. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。次に、コンソール ツリーで [クライアント コンピュータ] をクリックします。
100. 詳細ウィンドウで、[クライアント コンピュータにアプリケーションを割り当てる] をクリックします。
101. 表 1.5 の情報を使用して、アプリケーションの割り当てウィザードを完了します。
表 1.5 - クライアント コンピュータにアプリケーションを割り当てる
	ウィザードのページ
	操作

	[クライアント コンピュータ]
	クライアント アプリケーションを構成するコンピュータを追加します。

	[クライアント アプリケーション]
	インストールするアプリケーションの既定値を受け入れます。
重要
· 移行先サーバーに ISA Server をインストールした場合は、各クライアント コンピュータにファイアウォール クライアントを展開する必要があります。そのためには、[アプリケーションの編集] をクリックします。クライアント アプリケーションのセットアップ ウィザードが表示されます。
· [利用可能なアプリケーション] ページで、[追加] をクリックします。[アプリケーション情報] ダイアログ ボックスが表示されます。
· [アプリケーション名] ボックスに、「Firewall Client」と入力し、「\\DestinationServerComputerName\Mspclnt\Setup.exe」と入力するか、このファイルを参照します。
· クライアント アプリケーションのセットアップ ウィザードを完了し、アプリケーションの割り当てウィザードに戻ります。


102. 画面の指示に従って、アプリケーションの割り当てウィザードを完了します。
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作業の一覧の管理タスクを完了するには
· [作業の一覧] を閉じた場合は、[サーバー管理] から再び表示できます。
ad. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。
ae. コンソール ツリーで、[作業の一覧] をクリックします。
· [プリンタの追加]。プリンタをインストールするには、このタスクを実行します。このタスクをクリックすると、プリンタの追加 ウィザードが開始されます。
· [ユーザーとコンピュータの追加]。ネットワークに新規ユーザーおよびコンピュータを追加する場合以外は、このタスクを実行する必要はありません。このタスクをクリックすると、Add User ウィザードが開始されます。ユーザー アカウント情報を指定した後、コンピュータのセットアップ ウィザードで新規ユーザーのクライアント コンピュータを構成できます。
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メモ
クライアント セットアップを実行する場合、クライアント コンピュータでリアルタイム ウイルス監視プログラムを無効にしておくことをお勧めします。このようなプログラムによって、アプリケーションのインストール中に問題が発生する可能性があります。 

· [Faxの構成]。FAX モデムを使用する場合は、このタスクを実行して FAX を送受信できるように FAX サービスを構成します。このタスクをクリックすると、FAX 構成ウィザードが開始されます。
· [監視の構成]。サーバーの警告の通知、およびサーバーのパフォーマンスや使用状況のレポートを設定するには、このタスクを実行します。このタスクをクリックすると、監視の構成 ウィザードが開始されます。
· [バックアップの構成]。サーバーのバックアップを構成するには、このタスクを実行します。このタスクをクリックすると、Windows Small Business Server バックアップの構成 ウィザードが開始されます。サードパーティのソフトウェアは必要ありません。
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移行元サーバーのカスタム設定の構成
移行元サーバー上で、Exchange サーバーの SMTP コネクタ、DHCP スコープ オプション、DNS レコード、ルーティングとリモート アクセス サービスの設定、グループ ポリシーの設定でスタム設定を使用していた場合や、カスタム IIS Web サイトを使用していた場合は、移行先サーバーで作成し直します。
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配布リストおよびカスタム受信者ポリシーを構成するには
移行元サーバーでカスタム受信者ポリシーを使用していた場合は、移行先サーバーで作成し直します。また、メンバとしてビルトイン グループ (Administrator など) が含まれていた配布グループを移行した場合は、移行先サーバーのビルトイン グループをメンバとして追加する必要があります。配布グループにグループ アカウントを追加するには、次の操作を行います。
103. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。
104. コンソール ウィンドウで、[配布グループ] をクリックします。
105. 詳細ウィンドウで、配布グループをダブルクリックし、[メンバ] タブをクリックして、メンバを追加します。
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Microsoft Connector for POP3 Mailboxes 用の POP3 電子メール アカウントを構成するには
移行先サーバー上の Exchange サーバーにダウンロードしたい POP3 電子メール アカウントがある場合は、この手順を実行します。
106. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。
107. コンソール ウィンドウで、[インターネットと電子メール] をクリックします。
108. 詳細ウィンドウで、[POP3 電子メールの管理] をクリックし、[POP3コネクタ　マネージャ] をクリックします。
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カスタム ログオン スクリプトを更新するには
データを移行する際にカスタム ログオン スクリプトを移行先サーバーにコピーした場合は、ここで、各ユーザー アカウントがログオン スクリプトの移行先サーバーを参照するように更新し、ログオン スクリプト内の移行元サーバーへの参照を移行先サーバーを参照するように更新する必要があります。
手順 6. クライアント コンピュータの構成
この手順では、Windows 2000 Professional または Windows XP Professional を実行しているクライアント コンピュータの電子メールおよびプロキシの設定を構成します。Windows 2000 Professional より以前のオペレーティング システムを実行しているクライアント コンピュータがある場合は、移行先サーバーで手動でクライアント コンピュータを構成し、アプリケーションをインストールして、電子メールとプロキシの設定を構成する必要があります。クライアント コンピュータが必要なすべてのリソースとファイルに接続できることを確認することもお勧めします。移行先サーバー上の Exchange サーバーに接続できるようにクライアント コンピュータを構成すると、Exchange サーバーのパブリック フォルダをインポートすることもできます。
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メモ
Administrator アカウントのメールボックスおよびメールボックスのルールをエクスポートした場合は、クライアント コンピュータを移行先サーバー用に構成した後、クライアント コンピュータに Administrator としてログオンし、移行先サーバーにメールボックスとルールをインポートする必要があります。
Windows Small Business Server 2003 をインストールした後、最低 1 時間は Offline Address Book for Outlook を使用しないでください。それまでは、Offline Address Book は生成されません。
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Windows 2000 Professional または Windows XP Professional を実行するクライアント コンピュータを構成するには
109. クライアント コンピュータが移行先ドメインにログオンするように設定されていることを確認した後、各コンピュータのユーザー アカウントを使用してクライアント コンピュータにログオンします。
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重要
ユーザー アカウントの新しいパスワードを入力するよう求められます。各ユーザー アカウントについて一意の強力なパスワードを入力し、ユーザーに通知できるように新しいパスワードを記録しておきます。移行の終了時に移行先サーバーを再びインターネットに接続するので、各アカウントについて強力なパスワードを使用することをお勧めします。
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メモ
「手順 4. 移行の開始」に示されているサポート技術情報 325851 の説明に従ってユーザーのパスワードを移行した場合を除いて、ユーザー アカウントのパスワードはパスワード ファイルに保存されています。既定の保存場所は、\Program files\Active Directory Migration Tool\Logs\Passwords.txt です。
アプリケーションを展開したクライアント コンピュータについては、[クライアント セットアップ ウィザード] ダイアログ ボックスが表示されます。[今すぐ開始] をクリックすると、アプリケーションがインストールされます。
110. クライアント セットアップ ウィザードが表示されたら、[今すぐ開始] をクリックします。
111. コントロール パネルを開いて、[メール] をダブルクリックし、移行先サーバーへのメールのプロパティを更新します。
112. 移行先サーバーに ISA Server をインストールした場合は、Internet Explorer のプロキシの設定を構成する必要があります。
af. Internet Explorer を開きます。
ag. [ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックします。
ah. [接続] タブをクリックし、[LAN の設定] をクリックします。
ai. [LAN にプロキシ サーバーを使用する] チェックボックスをオンにして、[アドレス] フィールドに移行先サーバー名を入力し、[ポート] フィールドに「8080」と入力します。
113. 移行元サーバーで ISA Server を実行しており、移行先サーバーに ISA Server をインストールしなかった場合は、Internet Explorer でプロキシ クライアントの設定チェックボックスをオフにしていることを確認します。
aj. Internet Explorer を開きます。
ak. [ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックします。
al. [接続] タブをクリックし、[LAN の設定] をクリックします。
am. 設定を自動的に検出するオプションとプロキシ サーバーを使用するオプションがどちらも選択されていないことを確認します。
114. 各クライアント コンピュータでウイルス対策ソフトウェアを再び有効にします。
115. 「クライアント コンピュータの接続を確認するには」に進みます。
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Windows 2000 Professional 以前のオペレーティング システムを実行するクライアント コンピュータを構成するには
Windows 2000 Professional 以前のオペレーティング システムを実行するクライアント コンピュータは、移行先ドメインで手動で構成する必要があります。
116. 最初に、移行先ドメイン用にクライアント コンピュータを構成し、手動でアプリケーションをインストールします。詳細な操作手順については、移行先サーバーで [スタート] ボタンをクリックし、[ヘルプとサポート] をクリックして、「以前のバージョンの Windows を実行しているクライアント コンピュータを構成する」および「以前のバージョンの Windows を実行しているクライアント コンピュータにアプリケーションをインストールする」を検索してください。
117. 移行先ドメイン用に各クライアント コンピュータを構成した後、そのコンピュータのユーザー アカウントを使用してクライアント コンピュータにログオンします。
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重要
ユーザー アカウントの新しいパスワードを入力するよう求められます。各ユーザー アカウントについて一意の強力なパスワードを入力し、ユーザーに通知できるように新しいパスワードを記録しておきます。移行の終了時に移行先サーバーを再びインターネットに接続するので、各アカウントについて強力なパスワードを使用することをお勧めします。
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メモ
「手順 4. 移行の開始」に示されているサポート技術情報 325851 の説明に従ってユーザーのパスワードを移行した場合を除いて、ユーザー アカウントのパスワードはパスワード ファイルに保存されています。既定の保存場所は、\Program files\Active Directory Migration Tool\Logs\Passwords.txt です。
118. コントロール パネルを開いて、[メール] をダブルクリックし、移行先サーバーへのメールのプロパティを更新します。
119. [Small Business Server の管理、電子メール、SBS ユーザーガイド] など、移行元サーバーを指す Internet Explorer のお気に入りは無効になるので、削除します。
120. デスクトップにある、ユーザーの共有フォルダおよび Company 共有フォルダへのショートカットを削除または更新します。また、移行元サーバーを指しているマッピングされたドライブやショートカットも削除または更新します。
121. クライアント コンピュータで移行元サーバーを指定するプリンタまたは FAX プリンタを構成していた場合は、これらを削除します。更新されたプリンタは、「手順 5. 移行先サーバーの構成」の説明に従って移行先サーバーで構成されています。
122. ファイアウォール クライアントがクライアント コンピュータに既にインストールされており、移行先サーバーに ISA Server をインストールした場合は、ISA Server の名前を移行先サーバーに更新する必要があります。クライアント コンピュータのインジケータ領域にある [ファイアウォール クライアント] アイコンをダブルクリックします。[ファイアウォール クライアント オプション] ダイアログ ボックスが表示されます。[この ISA Server を使用する] に表示されているサーバーを移行先サーバー名に変更します。
123. 移行先サーバーに ISA Server をインストールした場合は、Internet Explorer のプロキシの設定を構成する必要があります。
an. Internet Explorer を開きます。
ao. [ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックします。
ap. [接続] タブをクリックし、[LAN の設定] をクリックします。
aq. [LAN にプロキシ サーバーを使用する] チェックボックスをオンにして、[アドレス] フィールドに移行先サーバー名を入力し、[ポート] フィールドに「8080」と入力します。
124. 移行元サーバーで ISA Server を実行しており、移行先サーバーに ISA Server をインストールしなかった場合は、Internet Explorer でプロキシ クライアントの設定チェックボックスをオフにしていることを確認します。
ar. Internet Explorer を開きます。
as. [ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックします。
at. [接続] タブをクリックし、[LAN の設定] をクリックします。
au. 設定を自動的に検出するオプションとプロキシ サーバーを使用するオプションがどちらも選択されていないことを確認します。
125. 各クライアント コンピュータでウイルス対策ソフトウェアを再び有効にします。
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クライアント コンピュータの接続を確認するには
クライアント コンピュータが必要なすべてのリソースおよびファイルにアクセスできることを確認します。
126. 移行元サーバーをネットワークから切断します。
127. テストの電子メール メッセージをユーザーに送信し、メッセージが受信されたことを確認します。
128. 共有フォルダや業務用アプリケーションに接続します。
129. クライアント コンピュータが共有プリンタを使用している場合は、テスト ドキュメントを印刷します。
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パブリック フォルダを移行先サーバーにインポートするには
パブリック フォルダを移行元サーバーから .pst ファイルにエクスポートした場合は、ここでその .pst ファイルを移行先サーバーにインポートすることができます。
130. クライアント コンピュータで、管理者の資格情報またはパブリック フォルダを作成できる資格情報を持ったアカウントを使用してログインします。
131. Outlook を開きます。
132. [パブリック フォルダ] をダブルクリックし、[すべてのパブリック フォルダ] をダブルクリックします。
133. 移行元サーバーで保存したパブリック フォルダを、現在選択しているフォルダにインポートします。
134. インポートしたパブリック フォルダのいずれかに特別なアクセス許可を割り当てていた場合は、ここでアクセス許可を更新する必要があります。
av. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。
aw. [詳細管理] をダブルクリックし、自分の Exchange 組織をダブルクリックします。次に、[サーバー] をダブルクリックし、自分のサーバー名をダブルクリックします。次に、自分のストレージ グループをダブルクリックし、[パブリック フォルダ ストア] をダブルクリックして、[パブリック　フォルダ] をクリックします。
ax. 詳細ウィンドウで、パブリック フォルダを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。
ay. [アクセス許可] タブをクリックし、[クライアントのアクセス許可] をクリックします。
az. [名前]、[役割]、[アクセス許可]フィールドを特定の設定に更新します。
手順 7. 移行の完了
この手順では、移行に必要であったアクセス許可を削除し、移行先サーバーから ADMT をアンインストールします。また、ユーザーが最初に移行先サーバーにログオンするときに新しいパスワードを要求するように、パスワード ポリシーを構成します。必要なデータと設定がすべて移行されたことを確認した後、移行元サーバーを撤去します。
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移行先サーバーの DNS フォワーダを削除するには
135. 移行元サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[管理ツール] をポイントし、[DNS] をクリックします。
136. 移行先サーバーを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。
137. [フォワーダ] タブをクリックし、[DNS ドメイン] で移行元サーバーのドメイン名をクリックし、[削除] をクリックします。
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移行に使用したアクセス許可を削除するには
「手順 4. 移行の開始」で移行元サーバーにアクセス許可を追加した場合は、この手順を実行します。Windows NT Server 4.0 を実行するメンバ サーバーがある場合は、メンバ サーバーが新しいドメインにアクセスできるようにこの手順を省略します。
138. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックして、「Cmd」と入力します。 

139. コマンド プロンプトで、次の各コマンドを実行します。
Net Localgroup "Pre-Windows 2000 Compatible Access" Everyone /Delete

Net Localgroup "Pre-Windows 2000 Compatible Access" "Anonymous Logon" /Delete
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重要
コマンドを正しく実行するには、引用符も入力する必要があります。
140. 移行先サーバーを再起動します。
141. ビルトイン Administrator アカウントを使用して、移行先サーバーにもう一度ログオンします。
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移行先サーバー上の ADMT をアンインストールするには
すべてのユーザー、グループ、およびコンピュータ アカウントを移行したら、ADMT を削除する必要があります。
142. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[コントロール パネル] をポイントして、[プログラムの追加と削除] をクリックします。
143. [Active Directory Migration Tool] をクリックし、[削除] をクリックします。
144. 画面の指示に従って、ツールを削除します。
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パスワード ポリシーを構成するには
各クライアント コンピュータの接続を確認した後、ユーザーのパスワードを、ユーザーが最初にログオンしたときにパスワードの変更を求めるように設定し直します。
145. 移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。
146. コンソール ツリーで、[ユーザー] をクリックします。
147. 詳細ウィンドウで、[パスワード ポリシーの構成] をクリックします。
148. パスワード ポリシーに関する 3 つのオプションをすべて選択することをお勧めします。
149. [パスワード ポリシーを構成するタイミング] をクリックし、[今すぐ] をクリックします。
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重要
インターネットからサーバーへのアクセスを許可する場合は、強力なユーザー パスワードを強制することをお勧めします。強力なパスワードを使用することによって、許可されてないユーザーによるネットワークへのアクセスに対する防御を強化することができます。強力なパスワードの要件は 3 日間有効になりません。これによって、ユーザー アカウントやクライアント コンピュータのセットアップの処理が簡素化されます。
150. 「手順 4. 移行の開始」に示されているサポート技術情報 325851 の説明に従ってユーザーのパスワードを移行した場合を除いて、ADMT によって保存されたパスワード ファイルを削除します。既定の保存場所は、\Program files\Active Directory Migration Tool\Logs\Passwords.txt です。
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メモ
ユーザー アカウントを作成するときに、ユーザーによるパスワードの変更を禁止することを選択した場合は、ここでそのオプションを無効にする必要があります。[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理] をクリックします。詳細ウィンドウで、[ユーザー] をクリックします。アカウントをダブルクリックし、[アカウント] タブをクリックします。[ユーザーはパスワードを変更できない] チェックボックスをオフにします。
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インターネットに再び接続するには
インターネット接続デバイスを再びインターネットに接続し、移行先サーバーとクライアント コンピュータがインターネットにアクセスできるようにします。
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メモ
インターネット接続を確認する場合は、クライアント コンピュータから Web ブラウザを開いて、インターネットの Web サイトに接続します。電子メールを確認するには、テストの電子メールをインターネット上の電子メール アカウントに送信します。FAX サービスを構成した場合は、クライアント コンピュータからテスト FAX を送信します。
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移行元サーバーを撤去するには
移行元サーバーはネットワークから切断しますが、必要なすべてのデータが移行されたことを確認するために、最低 1 週間は利用できるようにしておくことをお勧めします。その後、移行元サーバーを再フォーマットする必要があります。これによって、移行元サーバーを 2 台目のサーバーとして使用できます。Windows Small Business Server 2003 の 2 台目のサーバーの詳細については、移行先サーバーで、[スタート] ボタンをクリックし、[サーバー管理]、[サーバー コンピュータ]、[詳細情報]、[追加のサーバーを構成する] の順にクリックしてください。
関連リンク
詳細については、以下のリンクを参照してください。
· 『ファースト ステップ ガイド』のコピーについては、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=23290&clcid=0x411) を参照してください。
· Active Directory Migration Toolの詳細については、移行先サーバーで、\Program Files\Active Directory Migration Tool を参照し、DomainMig.chm をダブルクリックします。
· 移行に関するトラブルシューティングについては、Microsoft Web サイト (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=20282) にある『Windows Small Business Server 2003 トラブルシューティング』ドキュメントを参照してください。
· Windows Small Business Server 2003 の最新情報については、Windows Small Business Server Web サイト (http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/sbs) を参照してください。
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